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お問い合わせ先 

 
  

長崎県立大学 学生支援課 学生グループ 

【経営学部・地域創造学部】佐世保校 
〒858－8580 長崎県佐世保市川下町 123 番地 

Tel 0956－47－5703 / Fax 0956－47－4616 

【国際社会学部・情報システム学部・看護栄養学部】シーボルト校 
〒851－2195 長崎県西彼杵郡長与町まなび野１丁目１番１ 

Tel 095－813－5065 / Fax 095－813－5222 
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インターネット出願 

 長崎県立大学ではすべての入試においてインターネット出願を導入しています。 

 調査書等、出願期間中に郵送が必要な書類がありますのでご注意ください。 

■ 出願の流れ   

１）事前準備 

パソコンまたはスマートフォンで大学ホームページ（本学 HP）の「インターネット出願はこちら」にアクセス

し、インターネット出願システム「Post@net」のログインページから新規登録を行ってください。登録後、

Post@net にログインし、長崎県立大学を選択し、『はじめに』から「インターネット出願ガイド」をダウンロ

ードしてください。 

 

２）出願に必要な書類などを準備 

「インターネット出願ガイド」を参照して、出願に必要な書類などを準備してください。 

なお、出願登録の際に、顔写真データ（JPG、３MB 未満）が必要になりますので、予めご準備ください 

（上半身／無帽／正面向き／背景無し／カラーで、出願前３か月以内に撮影したもの）。 

 

 ３）出願登録を行う 

Post@net で本学を選択し、『出願』から画面の指示に従って登録内容を入力してください。 

登録内容  

①出願情報（入試区分・志望学部学科等）、②志願者情報、③検定料支払方法 

※②の志願者情報入力後、【出願確認票（未入金）】をダウンロードしてください。 

【出願確認票（未入金）】は学校の先生、保護者の方の確認用としてもご利用ください。 

《支払方法》 

◎クレジットカード ◎コンビニエンスストア ◎銀行ＡＴＭ（ペイジー）◎ネットバンキング（ペイジー） 

 

４）検定料を支払う 

選択した支払方法に従って、支払期限までに検定料（17,000 円）を支払ってください。 

※別途、振込手数料（６８０円）が必要です。 

 

５）出願書類の印刷・郵送 

検定料の支払い後、Post@net の『出願内容一覧』に入り、本学の『出願内容を確認』から、各種様式を

ダウンロードし、A4 サイズの用紙に印刷してください。本要項に記載されている出願手続きに従って、必要

書類及び封筒等を準備し、≪出願書類提出期限≫に間に合うように郵送してください。 

 

６）出願完了 
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１．基本理念と教育研究目的、学生受け入れ方針等 

 

（１）長崎県立大学の基本理念と教育研究目的、学生受け入れ方針 

◆長崎県立大学の基本理念と教育研究目的 

長崎県立大学は、長崎県が設置する高等教育機関として、「人間を尊重し平和を希求する精神を

備えた創造性豊かな人材の育成」、「長崎に根ざした新たな知の創造」、「大学の総合力に基づく地

域社会及び国際社会への貢献」を基本理念に掲げています。 

この基本理念のもと、大学としての教育研究上の目的を次のように定めています。 

一人ひとりの多様な幸せと社会全体の豊かさ（ウェルビーイング）の実現に向け、 

○個人の尊厳を重んじ、真理と正義を希求し、公共の精神を尊び、豊かな人間性と創造性を備え

た人間を育成する教育 

○理論と実践を融合した高度な教育研究及び長崎の地理的・歴史的・文化的特性を踏まえた新

たな知の創造 

○大学の教育・研究力を活かした地域、社会及び人類への貢献 

を目指します。 

 

◆学生受け入れ方針（アドミッション・ポリシー） 

長崎県立大学は、「長崎県立大学ディプロマ・ポリシー」、「長崎県立大学カリキュラム・ポリシー」

及び各学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づき、これらを理解し、本学で学位取

得を目指して真摯に学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 

●高等学校の教育課程に相当する教科・科目を履修し、大学で学ぶ上で必要な知識やスキルを

身につけている者 

●多様性の重要性を理解し、自分と異なる意見等に対し寛容であり、他者と協力・協働できる者 

●人、生命、自然の大切さを尊重する姿勢・態度を身につけ、大学や社会のルールを守って行動

する者 

●好奇心をもち、新しいことに積極的に挑戦する者 

●目的意識をもって、継続的に、粘り強く努力する者 

●長崎の歴史・文化や地域の特性・課題等に強い関心をもっている者 

●地域、社会、国際社会などに積極的に貢献する強い意欲をもち、実行できる者 

●各学科で学ぶ内容に強い関心・意欲をもち、それに関係する学習などに極めて熱心に取り組ん

だ経験がある者 

 

こうした意欲や能力を評価するため、多様な入学者選抜方法を工夫・実施します。 

なお、各学科においてもアドミッション・ポリシーを定めていますので、それらを参照してください。 

 



１１  基基本本理理念念とと教教育育研研究究目目的的、、学学生生受受けけ入入れれ方方針針等等  

  

（（１１））長長崎崎県県立立大大学学のの基基本本理理念念とと教教育育研研究究目目的的、、学学生生受受けけ入入れれ方方針針  

◆◆長長崎崎県県立立大大学学のの基基本本理理念念とと教教育育研研究究目目的的  

長崎県立大学は、長崎県が設置する高等教育機関として、「人間を尊重し平和を希求する精神を

備えた創造性豊かな人材の育成」、「長崎に根ざした新たな知の創造」、「大学の総合力に基づく地

域社会及び国際社会への貢献」を基本理念に掲げています。 

この基本理念のもと、大学としての教育研究上の目的を次のように定めています。 

一人ひとりの多様な幸せと社会全体の豊かさ（ウェルビーイング）の実現に向け、 

○個人の尊厳を重んじ、真理と正義を希求し、公共の精神を尊び、豊かな人間性と創造性を備え

た人間を育成する教育 

○理論と実践を融合した高度な教育研究及び長崎の地理的・歴史的・文化的特性を踏まえた新

たな知の創造 

○大学の教育・研究力を活かした地域、社会及び人類への貢献 

を目指します。 

 

◆◆学学生生受受けけ入入れれ方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））  

長崎県立大学は、「長崎県立大学ディプロマ・ポリシー」、「長崎県立大学カリキュラム・ポリシー」

及び各学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づき、これらを理解し、本学で学位取

得を目指して真摯に学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 

●高等学校の教育課程に相当する教科・科目を履修し、大学で学ぶ上で必要な知識やスキルを

身につけている者 

●多様性の重要性を理解し、自分と異なる意見等に対し寛容であり、他者と協力・協働できる者 

●人、生命、自然の大切さを尊重する姿勢・態度を身につけ、大学や社会のルールを守って行動

する者 

●好奇心をもち、新しいことに積極的に挑戦する者 

●目的意識をもって、継続的に、粘り強く努力する者 

●長崎の歴史・文化や地域の特性・課題等に強い関心をもっている者 

●地域、社会、国際社会などに積極的に貢献する強い意欲をもち、実行できる者 

●各学科で学ぶ内容に強い関心・意欲をもち、それに関係する学習などに極めて熱心に取り組ん

だ経験がある者 

 

こうした意欲や能力を評価するため、多様な入学者選抜方法を工夫・実施します。 

なお、各学科においてもアドミッション・ポリシーを定めていますので、それらを参照してください。 

（（２２））経経営営学学部部  

【【教教育育目目的的】】  
経営学部では、現代の国内外の企業や組織の経営に必要な知識・知見と実践力および社会人として求めら
れる基礎的な力を身につけ、幅広い視野で経営上の課題を解決できる人材を育成します。具体的には次のよう
な分野で活躍できる人材です。 
〇主体性をもって自己実現や社会貢献ができる力を培い、将来は環境変化が激しい企業経営や社会の中で
も学び続けることができる人材 
○経営に関する専門的・総合的な視野を備え、企業等の経営における様々な課題を理解し、分析・解決できる
人材 
○外国語を用いたコミュニケーション能力と国際的、多文化共生的な視野を備え、グローバルに活躍できる人
材 

 
経営学部の入学者選抜においては、各学科の特色に応じて、各種の選抜方法を実施します。具体的な内容に
ついては、各学科のアドミッション・ポリシーで定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経 営 学 科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【教教育育目目的的】】  
経営学科では、企業をはじめとする組織の経営に必要な知識・知見と実践力および人間関係構築力・協働
力・提案力・発信力を身につけ、幅広い視野で様々な企業等の課題に主体的に対応できる人材を育成しま
す。具体的には次のような分野で活躍できる人材です。 
○経営、マーケティング、商学、会計、会社法および経営情報・AI・データサイエンス系等に関する知識・知見
を有し、企業の各分野において活躍できる人材 
○自ら起業して新しい事業等に挑戦し地域で活躍できる人材 
○経営、会計、税法等に関する知識・知見を高めて、大学院に進学して高度職業人を目指す人材 
○高等学校における商業科教員として活躍できる人材 

【【学学生生受受けけ入入れれ方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））】】  
経営学科は、長崎県立大学及び本学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づく教育内容を
踏まえ、 「長崎県立大学アドミッション・ポリシー」に示す事項に加え、本学科で学位取得を目指して真摯に
学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 
●経営に関する専門知識を学び、企業をはじめとする組織の経営を学び、企業等の成長に貢献したい人 
●マーケティング・流通に関する専門的知識を学び、小売業・サービス業・金融業・運輸業などの分野で活躍
したい人 
●経営情報・AI・データサイエンス等に関する専門的知識を学び、情報通信業、IT 企業等の分野で活躍した
い人 
●会計・簿記・税法などの専門的知識を学び、税理士や公認会計士、監査法人、企業等の会計部門で活躍
したい人 
●経営に関する企画・立案能力を高めて、地域社会の成長に貢献できる仕事がしたい人 
●経営・簿記・会計・会社法等の専門的知識を学び、自ら起業に挑戦して経営者として活躍したい人 

【【入入学学者者選選抜抜のの基基本本方方針針】】  
一般選抜（前期日程、後期日程）のほか、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施し、以下に示す評価方法を
多角的に活用することで多様な人材を受け入れることを目指しています。 
●一般選抜（前期日程） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、個別学力検査等（英語）
では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、表現力等を評価します。 

●一般選抜（後期日程） 
基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、小論文では、課題に対す
る理解力、論理的思考力、表現力等を評価します。 

●学校推薦型選抜 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価
し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分
野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（帰国生徒） 
小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考
力、表現力等を評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学
科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 
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経 営 学 科 

 

 

 

●総合型選抜（社会人） 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価
し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分
野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日入試）） 
日本留学試験を課すとともに、小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課
題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価し、面接では、日本語能力を評価するとともに、出願
書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的
に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日前入試）） 
日本留学試験を課すとともに、面接で出願書類を参考に、日本語能力、志望動機、学習意欲、基礎知
識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

 

国際経営学科 

【【教教育育目目的的】】  
国際経営学科では、現代の企業経営に必要な知識・知見と実践力及び国際的、多文化共生的な経営感
覚を身につけ、グローバルな視点で様々な企業の課題に主体的に対応できる人材を育成します。具体的には
次のような分野で活躍できる人材です。 
○経営に関する知識・知見及び外国語を用いたコミュニケーション能力を有し、海外に展開する企業や団体
で活躍できる人材 

【【学学生生受受けけ入入れれ方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））】】  
国際経営学科は、長崎県立大学及び本学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づく教育内
容を踏まえ、 「長崎県立大学アドミッション・ポリシー」に示す事項に加え、本学科で学位取得を目指して真
摯に学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 
●国際的な経営に関する専門知識を学び、グローバルに活動する企業で活躍したい人 
●語学力向上に意欲を持ち、国際社会の中で活躍したい人 
●他国の人とも協働しながら経営に関する企画・立案能力を高めて、国際社会や多文化共生社会における
ウェルビーイングの向上に貢献したい人 

【【入入学学者者選選抜抜のの基基本本方方針針】】  
一般選抜（前期日程、後期日程）のほか、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施し、以下に示す評価方法を
多角的に活用することで多様な人材を受け入れることを目指しています。 
●一般選抜（前期日程、後期日程） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、個別学力検査等（英語）
では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、表現力等を評価します。 

●学校推薦型選抜 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、和文及び英文の問題文に解答することで理解力、表現
力等を評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供
する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（帰国生徒） 
小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考
力、表現力等を評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学
科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（社会人） 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価
し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分
野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日入試）） 
日本留学試験を課すとともに、小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課
題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価し、面接では、日本語能力を評価するとともに、出願
書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的
に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日前入試）） 
日本留学試験を課すとともに、面接で出願書類を参考に、日本語能力、志望動機、学習意欲、基礎知
識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 
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●総合型選抜（社会人） 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価
し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分
野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日入試）） 
日本留学試験を課すとともに、小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課
題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価し、面接では、日本語能力を評価するとともに、出願
書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的
に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日前入試）） 
日本留学試験を課すとともに、面接で出願書類を参考に、日本語能力、志望動機、学習意欲、基礎知
識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

 

国際経営学科 

【【教教育育目目的的】】  
国際経営学科では、現代の企業経営に必要な知識・知見と実践力及び国際的、多文化共生的な経営感
覚を身につけ、グローバルな視点で様々な企業の課題に主体的に対応できる人材を育成します。具体的には
次のような分野で活躍できる人材です。 
○経営に関する知識・知見及び外国語を用いたコミュニケーション能力を有し、海外に展開する企業や団体
で活躍できる人材 

【【学学生生受受けけ入入れれ方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））】】  
国際経営学科は、長崎県立大学及び本学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づく教育内
容を踏まえ、 「長崎県立大学アドミッション・ポリシー」に示す事項に加え、本学科で学位取得を目指して真
摯に学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 
●国際的な経営に関する専門知識を学び、グローバルに活動する企業で活躍したい人 
●語学力向上に意欲を持ち、国際社会の中で活躍したい人 
●他国の人とも協働しながら経営に関する企画・立案能力を高めて、国際社会や多文化共生社会における
ウェルビーイングの向上に貢献したい人 

【【入入学学者者選選抜抜のの基基本本方方針針】】  
一般選抜（前期日程、後期日程）のほか、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施し、以下に示す評価方法を
多角的に活用することで多様な人材を受け入れることを目指しています。 
●一般選抜（前期日程、後期日程） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、個別学力検査等（英語）
では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、表現力等を評価します。 

●学校推薦型選抜 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、和文及び英文の問題文に解答することで理解力、表現
力等を評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供
する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（帰国生徒） 
小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考
力、表現力等を評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学
科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（社会人） 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価
し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分
野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日入試）） 
日本留学試験を課すとともに、小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課
題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価し、面接では、日本語能力を評価するとともに、出願
書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的
に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日前入試）） 
日本留学試験を課すとともに、面接で出願書類を参考に、日本語能力、志望動機、学習意欲、基礎知
識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

 

  

  

  

（（３３））地地域域創創造造学学部部  

【【教教育育目目的的】】  
地域創造学部では、公共政策又は経済学に関する専門的な知識を身につけ、地域に積極的に関わることに
より、地域が抱える問題や課題を認識・分析・解決することができる能力を有し、行政、企業、公益団体、学校、市
民等の様々な立場から、地域の発展に貢献する人材の育成を目指しています。 

 
地域創造学部の入学者選抜においては、各学科の特色に応じて、各種の選抜方法を実施します。具体的な内
容については、各学科のアドミッション・ポリシーで定めます。 

 

公共政策学科 

【【教教育育目目的的】】  
公共政策学科では、公共という視点に立ち、地域の諸問題を認識し、政策の形成・実施・評価等に関する
知識と行動力を身につけ、幅広い視野で主体的に取り組み、地域に貢献できる人材を育成します。具体的に
は次のような分野で活躍できる人材です。 
○公共政策に関する知識を有し、国・地方自治体等において活躍できる人材 
○公共政策に関する知識を有し、民間企業・公益団体等において活躍できる人材 
○公共政策に関する知識を有し、学校等において活躍できる人材 

【【学学生生受受けけ入入れれ方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））】】  
公共政策学科は、長崎県立大学及び本学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づく教育内
容を踏まえ、「長崎県立大学アドミッション・ポリシー」に示す事項に加え、本学科で学位取得を目指して真摯
に学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 
●高等学校までに習得した知識・情報・探究力をつなぎ合わせて、地域の諸問題について、筋道を立てて考
え、文章化するなど、論理的に説明することができる人 
●地域の諸問題について多様な人々と積極的に話し合える主体性と柔軟性を有する人 
●地域の諸問題の解決に向けて、知識と行動力等を身につけ、将来、地域に貢献したい人 

【【入入学学者者選選抜抜のの基基本本方方針針】】  
一般選抜（前期日程、後期日程）のほか、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施し、以下に示す評価方法を
多角的に活用することで多様な人材を受け入れることを目指しています。  
●一般選抜（前期日程） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、個別学力検査等（英語又
は数学）では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、論理的思考力、表現力等を評価します。 

●一般選抜（後期日程） 
基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、個別学力検査等（英語）
では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、表現力等を評価します。 

●学校推薦型選抜（県内離島高校区分を除く） 
基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（５教科６科目）を課すとともに、面接では、調査書等の出
願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合
的に評価します。 

●学校推薦型選抜（県内離島高校区分） 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価
し、集団面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲を個別に確認し、集団討論では積
極性、協調性、論題についての理解力から、本学科が提供する専門分野に対する適性などを見極め、総合
的に評価します。 

●総合型選抜（帰国生徒） 
小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考
力、表現力等を評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学
科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（社会人） 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価
し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分
野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日入試）） 
日本留学試験を課すとともに、小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課
題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価し、面接では、日本語能力を評価するとともに、出願
書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的
に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日前入試）） 
日本留学試験を課すとともに、面接で出願書類を参考に、日本語能力、志望動機、学習意欲、基礎知
識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 
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実践経済学科 

【【教教育育目目的的】】  
実践経済学科では、地域における諸課題に関する分析・解決能力を有し、幅広い視野で主体的に取り組
み、地域経済の発展に寄与できる人材を育成します。 
具体的には、経済学に関する知識・知見を有し、行政、企業、学校、市民等の様々な立場から、地域経済の
発展に貢献する人材の育成を目指しています。 

【【学学生生受受けけ入入れれ方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））】】  
実践経済学科は、長崎県立大学及び本学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づく教育内
容を踏まえ、「長崎県立大学アドミッション・ポリシー」に示す事項に加え、本学科で学位取得を目指して真摯
に学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 
●地域経済や企業動向などの分析により地域の特性や課題等の解決方法を学びたい人 
●経済学や地域経済に関する知識を学び、地域経済の発展に貢献したい人 
●地域産業のグローバルな事業展開の可能性に関心を持つ人 
●多様性の重要性を理解し、他者と協力・協働できる人 

【【入入学学者者選選抜抜のの基基本本方方針針】】  
一般選抜（前期日程、後期日程）のほか、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施し、以下に示す評価方法を
多角的に活用することで多様な人材を受け入れることを目指しています。 
●一般選抜（前期日程） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、個別学力検査等（英語又
は数学）では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、論理的思考力、表現力等を評価します。 

●一般選抜（後期日程） 
基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、小論文では、課題に対す
る理解力、論理的思考力、表現力等を評価します。 

●学校推薦型選抜（普通科等区分） 
基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（５教科６科目）を課すとともに、面接では、調査書等の出
願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合
的に評価します。 

●学校推薦型選抜（専門学科（商業科、農業科、工業科等）区分） 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価
し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分
野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（帰国生徒） 
小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考
力、表現力等を評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学
科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（社会人） 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価
し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分
野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日入試）） 
日本留学試験を課すとともに、小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課
題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価し、面接では、日本語能力を評価するとともに、出願
書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的
に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日前入試）） 
日本留学試験を課すとともに、面接で出願書類を参考に、日本語能力、志望動機、学習意欲、基礎知
識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 
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実践経済学科 

【【教教育育目目的的】】  
実践経済学科では、地域における諸課題に関する分析・解決能力を有し、幅広い視野で主体的に取り組
み、地域経済の発展に寄与できる人材を育成します。 
具体的には、経済学に関する知識・知見を有し、行政、企業、学校、市民等の様々な立場から、地域経済の
発展に貢献する人材の育成を目指しています。 

【【学学生生受受けけ入入れれ方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））】】  
実践経済学科は、長崎県立大学及び本学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づく教育内
容を踏まえ、「長崎県立大学アドミッション・ポリシー」に示す事項に加え、本学科で学位取得を目指して真摯
に学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 
●地域経済や企業動向などの分析により地域の特性や課題等の解決方法を学びたい人 
●経済学や地域経済に関する知識を学び、地域経済の発展に貢献したい人 
●地域産業のグローバルな事業展開の可能性に関心を持つ人 
●多様性の重要性を理解し、他者と協力・協働できる人 

【【入入学学者者選選抜抜のの基基本本方方針針】】  
一般選抜（前期日程、後期日程）のほか、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施し、以下に示す評価方法を
多角的に活用することで多様な人材を受け入れることを目指しています。 
●一般選抜（前期日程） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、個別学力検査等（英語又
は数学）では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、論理的思考力、表現力等を評価します。 

●一般選抜（後期日程） 
基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、小論文では、課題に対す
る理解力、論理的思考力、表現力等を評価します。 

●学校推薦型選抜（普通科等区分） 
基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（５教科６科目）を課すとともに、面接では、調査書等の出
願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合
的に評価します。 

●学校推薦型選抜（専門学科（商業科、農業科、工業科等）区分） 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価
し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分
野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（帰国生徒） 
小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考
力、表現力等を評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学
科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（社会人） 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価
し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分
野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日入試）） 
日本留学試験を課すとともに、小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課
題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価し、面接では、日本語能力を評価するとともに、出願
書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的
に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日前入試）） 
日本留学試験を課すとともに、面接で出願書類を参考に、日本語能力、志望動機、学習意欲、基礎知
識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

 

  

  

  

  

  

（（４４））国国際際社社会会学学部部  

【【教教育育目目的的】】  
国際社会学部では、国際社会及びメディアに関する知識と実践力を身につけ、グローバルな視野での課題解
決能力及び情報発信能力を有する人材を育成します。具体的には次のような分野で活躍できる人材です。 
○現代社会が直面する諸課題をグローバルな視野でとらえ、地域社会や国際社会で活躍できる人材 
○高いコミュニケーション能力と情報収集・分析及び批判的・論理的思考能力を備え、自治体や企業の国際
部門・メディア産業等で活躍できる人材 
○東アジア地域に関する知見を深め、グローバルな交流の促進や地域社会の発展に寄与できる人材 
○グローバル社会やメディア社会に関する知識を有し、教員として活躍できる人材 
 
国際社会学部の入学者選抜においては、学科の特色に応じて、各種の選抜方法を実施します。具体的な内容
については、学科のアドミッション・ポリシーで定めます。 

 

国際社会学科 

【【学学生生受受けけ入入れれ方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））】】  
国際社会学科は、長崎県立大学及び本学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づく教育内
容を踏まえ、「長崎県立大学アドミッション・ポリシー」に示す事項に加え、本学科で学位取得を目指して真摯
に学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 
●グローバル社会やメディア文化社会など現代の様々な特性や仕組みについて幅広い関心をもっている人 
●グローバル化する地域社会における様々な問題を解決しようとする意欲をもち、実行できる人 
●現代社会におけるメディアの役割に関心をもち、社会の様々な出来事に対して自らの考えを論理的に展開
できる人 
●東アジアに関心を持ち、東アジア諸国を中心としたグローバルな交流の推進に貢献したい人 
●英語や中国語などの外国語による高いコミュニケーション能力を習得する意欲をもち、実行できる人 

【【入入学学者者選選抜抜のの基基本本方方針針】】  
一般選抜（前期日程、後期日程）のほか、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施し、以下に示す評価方法を
多角的に活用することで多様な人材を受け入れることを目指しています。 
●一般選抜（前期日程、後期日程） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、個別学力検査等（英語）
では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、表現力等を評価します。 

●学校推薦型選抜 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価
し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分
野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜 
第１次選考では、出願書類に基づき、学科が求める学生像に合致しているか、学科を志望する理由が明
確であるか、入学後の学習意欲や将来の展望が的確に示されているか、などの観点から評価します。 
第２次選考では、小論文で課題に対する理解力、論理的思考力、表現力などの能力をみて、面接では
出願書類を参考に、目的意識、学習意欲、学科が提供する専門分野に対する適性などを評価します。 

●総合型選抜（帰国生徒） 
小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考
力、表現力等を評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学
科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（社会人） 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価
し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分
野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日入試）） 
日本留学試験を課すとともに、小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課
題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を評価し、面接では、日本語能力を評価するとともに、出願
書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的
に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日前入試）） 
日本留学試験を課すとともに、面接で出願書類を参考に、日本語能力、志望動機、学習意欲、基礎知
識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 
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（（５５））情情報報シシスステテムム学学部部  

【【教教育育目目的的】】  
情報システム学部では、情報システムに関する知識と実践力を身につけ、高度情報化社会における課題を解
決できる人材を育成します。具体的には次のような分野で活躍できる人材です。 
○システム開発にかかる知識や技術を有し、情報技術分野で幅広く活躍できる人材 
○感性豊かな実践的創造力を有し、情報技術を駆使して創造的デザイン分野で活躍できる人材 
○情報セキュリティに関する知識や技術を有し、情報セキュリティ分野で活躍できる人材 
 
情報システム学部の入学者選抜においては、各学科の特色に応じて、各種の選抜方法を実施します。具体的
な内容については、各学科のアドミッション・ポリシーで定めます。 

 

情報システム学科 

【【教教育育目目的的】】  
情報システムに関する広い視野と知識を備え、情報技術のプロフェッショナルとして活躍できる人材を
育成します。具体的には次のような分野で活躍できる人材です。 
○システム開発にかかる知識や技術を有し、情報技術分野で幅広く活躍できる人材 
○感性豊かな実践的創造力を有し、情報技術を駆使してコンテンツ制作・デザイン分野で活躍できる人
材 

【【学学生生受受けけ入入れれ方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））】】  
情報システム学科は、長崎県立大学及び本学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づ
く教育内容を踏まえ、「長崎県立大学アドミッション・ポリシー」に示す事項に加え、本学科で学位取得を
目指して真摯に学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 
●システム開発、プログラミング、ネットワークなどの情報技術に強い関心を持つ人 
●多様なデジタルコンテンツを制作するための知識や技術を深め、実践的な創造力を高めたい人 
●情報技術の活用により問題解決を図ろうとする意欲を持つ人 

【【入入学学者者選選抜抜のの基基本本方方針針】】  
一般選抜（前期日程、後期日程）のほか、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施し、以下に示す評価方
法を多角的に活用することで多様な人材を受け入れることを目指しています。 
●一般選抜（前期日程） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、個別学力検査等（数
学）では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、論理的思考力、表現力等を評価します。 

●一般選抜（後期日程） 
基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（4教科5科目）を課すとともに、個別学力検査等（数
学）では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、論理的思考力、表現力等を評価します。 

●学校推薦型選抜 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を
評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供す
る専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（帰国生徒） 
小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的
思考力、表現力等を評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知
識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（社会人） 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を
評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供す
る専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日入試）） 
本学科が示す要件等をすべて満たしていることを条件に、日本留学試験を課すとともに、小論文
で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提として、課題に対する理解力、論理的思考
力、表現力等を評価し、面接では、日本語能力を評価するとともに、出願書類を参考に、志望動機、学
習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日前入試）） 
日本留学試験を課すとともに、面接で出願書類を参考に、日本語能力、志望動機、学習意欲、基礎
知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 
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（（５５））情情報報シシスステテムム学学部部  

【【教教育育目目的的】】  
情報システム学部では、情報システムに関する知識と実践力を身につけ、高度情報化社会における課題を解
決できる人材を育成します。具体的には次のような分野で活躍できる人材です。 
○システム開発にかかる知識や技術を有し、情報技術分野で幅広く活躍できる人材 
○感性豊かな実践的創造力を有し、情報技術を駆使して創造的デザイン分野で活躍できる人材 
○情報セキュリティに関する知識や技術を有し、情報セキュリティ分野で活躍できる人材 
 
情報システム学部の入学者選抜においては、各学科の特色に応じて、各種の選抜方法を実施します。具体的
な内容については、各学科のアドミッション・ポリシーで定めます。 

 

情報システム学科 

【【教教育育目目的的】】  
情報システムに関する広い視野と知識を備え、情報技術のプロフェッショナルとして活躍できる人材を
育成します。具体的には次のような分野で活躍できる人材です。 
○システム開発にかかる知識や技術を有し、情報技術分野で幅広く活躍できる人材 
○感性豊かな実践的創造力を有し、情報技術を駆使してコンテンツ制作・デザイン分野で活躍できる人
材 

【【学学生生受受けけ入入れれ方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））】】  
情報システム学科は、長崎県立大学及び本学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づ
く教育内容を踏まえ、「長崎県立大学アドミッション・ポリシー」に示す事項に加え、本学科で学位取得を
目指して真摯に学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 
●システム開発、プログラミング、ネットワークなどの情報技術に強い関心を持つ人 
●多様なデジタルコンテンツを制作するための知識や技術を深め、実践的な創造力を高めたい人 
●情報技術の活用により問題解決を図ろうとする意欲を持つ人 

【【入入学学者者選選抜抜のの基基本本方方針針】】  
一般選抜（前期日程、後期日程）のほか、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施し、以下に示す評価方
法を多角的に活用することで多様な人材を受け入れることを目指しています。 
●一般選抜（前期日程） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、個別学力検査等（数
学）では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、論理的思考力、表現力等を評価します。 

●一般選抜（後期日程） 
基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（4教科5科目）を課すとともに、個別学力検査等（数
学）では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、論理的思考力、表現力等を評価します。 

●学校推薦型選抜 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を
評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供す
る専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（帰国生徒） 
小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的
思考力、表現力等を評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知
識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（社会人） 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を
評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供す
る専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日入試）） 
本学科が示す要件等をすべて満たしていることを条件に、日本留学試験を課すとともに、小論文
で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提として、課題に対する理解力、論理的思考
力、表現力等を評価し、面接では、日本語能力を評価するとともに、出願書類を参考に、志望動機、学
習意欲、基礎知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日前入試）） 
日本留学試験を課すとともに、面接で出願書類を参考に、日本語能力、志望動機、学習意欲、基礎
知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

 

情報セキュリティ学科 

【【教教育育目目的的】】  
情報セキュリティ全般にわたる広い視野と知識を備え、情報セキュリティのプロフェッショナルとして活
躍できる人材を育成します。具体的には次のような分野で活躍できる人材です。 
○情報セキュリティに関する知識や技術を有し、企業や行政をはじめ情報セキュリティ分野で活躍できる
人材 

【【学学生生受受けけ入入れれ方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））】】  
情報セキュリティ学科は、長崎県立大学及び本学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに
基づく教育内容を踏まえ、「長崎県立大学アドミッション・ポリシー」に示す事項に加え、本学科で学位取
得を目指して真摯に学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 
●情報セキュリティに関する基本的な知識・技術を修得し、幅広く世の中で情報セキュリティ分野におい
て活躍を目指す人 
●情報セキュリティの専門家を目指し、礎となる、情報・データ保護技術、安全なシステムを作る技術、コ
ンピュータネットワークの脅威から守る技術 、ルールを作り組織を動かす技術、攻撃を予測・対応する
技術などの情報技術に強い関心を持つ人 
●情報技術の活用により、社会的課題の解決を図ろうとする強い意欲を持つ人 

【【入入学学者者選選抜抜のの基基本本方方針針】】  
一般選抜（前期日程、後期日程）のほか、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施し、以下に示す評価方
法を多角的に活用することで多様な人材を受け入れることを目指しています。 
●一般選抜（前期日程、後期日程） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、個別学力検査等（数
学）では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、論理的思考力、表現力等を評価します。 

●学校推薦型選抜 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を
評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供す
る専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（帰国生徒） 
小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的
思考力、表現力等を評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知
識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（社会人） 
小論文で、高等学校で得た基礎学力を前提に、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を
評価し、面接では、調査書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、基礎知識、本学科が提供す
る専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生） 
本学科が示す要件等（日本留学試験を含む）をすべて満たしていることを条件に、小論文で、日本
の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提として、課題に対する理解力、論理的思考力、表現
力等を評価し、面接では、日本語能力を評価するとともに、出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、
基礎知識、本学科が提供する専門分野に対する適性などを総合的に評価します。 
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（（６６））看看護護栄栄養養学学部部  

【【教教育育目目的的】】  
看護栄養学部では、人々の健康な生活の支援とウェルビーイングの実現を旨とし、豊富な科学的・専門的知識
の修得と、あらゆる年齢層のさまざまな健康状態の人々と接することができる豊かな人間性及び個人の尊厳を重
んじる倫理観を備えた人材の育成を目指す。また、健康科学の基礎と応用を総合化した高度な教育研究を推進
し、実践的問題解決能力と公共の精神を養うことにより、地域の保健・医療活動を通して、地域及び社会における
人々の健康と福祉の向上に貢献できる人材を育成する。具体的には、次のような分野で活躍できる人材の育成を
目指す。 
○看護師又は管理栄養士として、人々の健康と福祉の向上及びウェルビーイングの実現に貢献できる人材 
○保健・医療・福祉の分野で、他職種と協働して専門的能力を発揮できる人材 
○看護の専門性を備えた養護教諭又は子どもたちの食育を担う栄養教諭として、教育現場で活躍できる人材 

 
看護栄養学部の入学者選抜においては、各学科の特色に応じて、各種の選抜方法を実施します。具体的な内容
については、各学科のアドミッション・ポリシーで定めます。 
 

看 護 学 科 

【【教教育育目目的的】】  
看護学科では、生命の尊厳と人権を尊重し、人間を全人的に理解し根拠に基づき行動する看護師や養
護教諭として活躍できる人材を育成します。具体的には、次のような分野で活躍できる人材です。 
○人々の健康ニーズ（健康増進、疾病予防・早期発見、健康回復、安寧な人生の看取り）に対応できる基礎
的看護実践能力を有する看護師 
○主体的に考え、行動し、保健・医療・福祉・教育の分野で看護サービスの質向上に寄与できるリーダーシ
ップの基礎的能力を有する看護師 
○看護の専門性を備えた教育職として活躍できる養護教諭 

【【学学生生受受けけ入入れれ方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））】】  
看護学科は、長崎県立大学及び本学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づく教育内容
を踏まえ、「長崎県立大学アドミッション・ポリシー」に示す事項に加え、本学科で学位取得を目指して真摯
に学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 
●看護を通して、生命の尊さを理解し人々の健康な生活に貢献したいと思っている人 
●物事を科学的に探求し、積極的・主体的に学ぶ姿勢がある人 
●看護学に興味関心があり、看護専門職として生涯にわたり自己研鑽する意欲がある人 
●人に対する思いやりを持ち、多様な人々と、柔軟にコミュニケーションがとれる人 
●他者を尊重する姿勢を持ち、協働して活動できる人 

【【入入学学者者選選抜抜のの基基本本方方針針】】  
一般選抜（前期日程、後期日程）のほか、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施し、以下に示す評価方法
を多角的に活用することで多様な人材を受け入れることを目指しています。 
●一般選抜（前期日程、後期日程） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、個別学力検査等（英語）
では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、表現力等を評価し、面接では、調査書等の出願書類
を参考に、学習意欲、理解力、表現力、社会性等、本学科が提供する専門領域に対する適性等を総合的
に評価します。 

●学校推薦型選抜（離島看護師特別枠を除く） 
基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、面接では、志望理由書
等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、理解力、表現力、社会性、論理的思考力、本学科が提供
する専門領域に対する適性等を総合的に評価します。 

●学校推薦型選抜（離島看護師特別枠） 
基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、面接では、志望理由書
等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、理解力、表現力、社会性、本学科が提供する専門領域に
対する適性、離島医療に対する貢献意欲等を総合的に評価します。 

●総合型選抜（帰国生徒） 
小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、提示した素材により、読解力、論
理的思考力、表現力等を評価し、面接では、志望理由書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、
理解力、表現力、社会性等、本学科が提供する専門領域に対する適性等を総合的に評価します。 

●総合型選抜（社会人） 
小論文で、高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、提示した素材により、読解力、論理的思
考力、表現力等を評価し、面接では、志望理由書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、理解力、
表現力、社会性等、本学科が提供する専門領域に対する適性等を総合的に評価します。 
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（（６６））看看護護栄栄養養学学部部  

【【教教育育目目的的】】  
看護栄養学部では、人々の健康な生活の支援とウェルビーイングの実現を旨とし、豊富な科学的・専門的知識
の修得と、あらゆる年齢層のさまざまな健康状態の人々と接することができる豊かな人間性及び個人の尊厳を重
んじる倫理観を備えた人材の育成を目指す。また、健康科学の基礎と応用を総合化した高度な教育研究を推進
し、実践的問題解決能力と公共の精神を養うことにより、地域の保健・医療活動を通して、地域及び社会における
人々の健康と福祉の向上に貢献できる人材を育成する。具体的には、次のような分野で活躍できる人材の育成を
目指す。 
○看護師又は管理栄養士として、人々の健康と福祉の向上及びウェルビーイングの実現に貢献できる人材 
○保健・医療・福祉の分野で、他職種と協働して専門的能力を発揮できる人材 
○看護の専門性を備えた養護教諭又は子どもたちの食育を担う栄養教諭として、教育現場で活躍できる人材 

 
看護栄養学部の入学者選抜においては、各学科の特色に応じて、各種の選抜方法を実施します。具体的な内容
については、各学科のアドミッション・ポリシーで定めます。 
 

看 護 学 科 

【【教教育育目目的的】】  
看護学科では、生命の尊厳と人権を尊重し、人間を全人的に理解し根拠に基づき行動する看護師や養
護教諭として活躍できる人材を育成します。具体的には、次のような分野で活躍できる人材です。 
○人々の健康ニーズ（健康増進、疾病予防・早期発見、健康回復、安寧な人生の看取り）に対応できる基礎
的看護実践能力を有する看護師 
○主体的に考え、行動し、保健・医療・福祉・教育の分野で看護サービスの質向上に寄与できるリーダーシ
ップの基礎的能力を有する看護師 
○看護の専門性を備えた教育職として活躍できる養護教諭 

【【学学生生受受けけ入入れれ方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））】】  
看護学科は、長崎県立大学及び本学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づく教育内容
を踏まえ、「長崎県立大学アドミッション・ポリシー」に示す事項に加え、本学科で学位取得を目指して真摯
に学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 
●看護を通して、生命の尊さを理解し人々の健康な生活に貢献したいと思っている人 
●物事を科学的に探求し、積極的・主体的に学ぶ姿勢がある人 
●看護学に興味関心があり、看護専門職として生涯にわたり自己研鑽する意欲がある人 
●人に対する思いやりを持ち、多様な人々と、柔軟にコミュニケーションがとれる人 
●他者を尊重する姿勢を持ち、協働して活動できる人 

【【入入学学者者選選抜抜のの基基本本方方針針】】  
一般選抜（前期日程、後期日程）のほか、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施し、以下に示す評価方法
を多角的に活用することで多様な人材を受け入れることを目指しています。 
●一般選抜（前期日程、後期日程） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、個別学力検査等（英語）
では、高等学校で得た基礎学力を前提に、理解力、表現力等を評価し、面接では、調査書等の出願書類
を参考に、学習意欲、理解力、表現力、社会性等、本学科が提供する専門領域に対する適性等を総合的
に評価します。 

●学校推薦型選抜（離島看護師特別枠を除く） 
基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、面接では、志望理由書
等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、理解力、表現力、社会性、論理的思考力、本学科が提供
する専門領域に対する適性等を総合的に評価します。 

●学校推薦型選抜（離島看護師特別枠） 
基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、面接では、志望理由書
等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、理解力、表現力、社会性、本学科が提供する専門領域に
対する適性、離島医療に対する貢献意欲等を総合的に評価します。 

●総合型選抜（帰国生徒） 
小論文で、日本の高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、提示した素材により、読解力、論
理的思考力、表現力等を評価し、面接では、志望理由書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、
理解力、表現力、社会性等、本学科が提供する専門領域に対する適性等を総合的に評価します。 

●総合型選抜（社会人） 
小論文で、高等学校で習得される程度の基礎学力を前提に、提示した素材により、読解力、論理的思
考力、表現力等を評価し、面接では、志望理由書等の出願書類を参考に、志望動機、学習意欲、理解力、
表現力、社会性等、本学科が提供する専門領域に対する適性等を総合的に評価します。 

看 護 学 科 

●総合型選抜（私費外国人留学生） 
本学科が示す要件等（日本留学試験を含む）をすべて満たしていることを条件に、小論文で、日本の
高等学校で習得される程度の基礎学力を前提として、提示した素材により、理解力、論理的思考力、表
現力等を評価し、面接では、志望動機、学習意欲、理解力、表現力、社会性、日本語による会話的表現
力、本学科が提供する専門領域に対する適性等を評価し、志望理由書を参考に、志望動機、学習意欲、
表現力、本学科が提供する専門領域に対する適性等を総合的に評価します。 

栄養健康学科 

【【教教育育目目的的】】  
栄養健康学科では、健康社会実現のために社会の幅広い分野で貢献できる栄養専門家として活躍でき
る人材を育成します。具体的には、次のような分野で活躍できる人材です。 
○地域の人々の健康作りの担い手としての管理栄養士 
○高齢社会の食を支える管理栄養士 
○臨床現場で他のスタッフと連携・協働して栄養マネジメント・アセスメントを実践できる管理栄養士 
○特定給食施設で栄養マネジメントを実践できる管理栄養士 
○食品開発、食糧資源の有効利用、食品衛生管理者などの資格を活かせる管理栄養士 
○次世代の子どもたちの食育を担う栄養教諭 

【【学学生生受受けけ入入れれ方方針針（（アアドドミミッッシショョンン・・ポポリリシシーー））】】  
栄養健康学科は、長崎県立大学及び本学科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づく教育
内容を踏まえ、「長崎県立大学アドミッション・ポリシー」に示す事項に加え、本学科で学位取得を目指して
真摯に学修する意欲と能力のある、次のような入学者を受け入れます。 
●身近な「食と健康」を通して健康・福祉社会の創出に貢献したい人 
●保健・医療・福祉分野や県や市町村などの管理栄養士を志す人 
●食品開発、食品の安全性や機能性などに興味を持っている人 
●子供たちの食育を通して健康生活づくりに寄与したい人 
●生命科学に根ざした「食と健康」を科学的に探究するスペシャリストになりたい人 

【【入入学学者者選選抜抜のの基基本本方方針針】】  
一般選抜（前期日程、後期日程）のほか、学校推薦型選抜、総合型選抜を実施し、以下に示す評価方法
を多角的に活用することで多様な人材を受け入れることを目指しています。 
●一般選抜（前期日程） 

基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科８科目）を課すとともに、個別学力検査等（化学
基礎・化学）では、高等学校で得た化学の基本的な知識と理解力について評価します。 

●一般選抜（後期日程） 
基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、面接（口頭試問）では、
志望動機や将来の展望、高等学校の一般的学習を前提とした栄養・健康・生命科学に関する時事的諸
問題についての理解力や理科学的思考などを総合的に評価します。 

●学校推薦型選抜 
基礎学力の把握のため、大学入学共通テスト（６教科７科目）を課すとともに、面接では、志望動機、学
科への関心、生命科学への関心、健康観、将来展望、高校生活等の質疑応答から、目的意識と意欲を総
合的に評価します。 

●総合型選抜（帰国生徒） 
課題文読解型（和文及び英文）の小論文で、日本の高等学校の教育課程で習得される程度の基礎
学力を前提として、課題に対する基礎的知識、読解力、分析力、論理的思考力、表現力等を評価し、面接
では、志望動機、学科への関心、生命科学への関心、健康観、将来展望、高校生活等の質疑応答から、目
的意識と意欲を総合的に評価します。 

●総合型選抜（社会人） 
課題文読解型（和文及び英文）の小論文で、課題に対する基礎的知識、読解力、分析力、論理的思考
力、表現力等を評価し、面接では、志望動機、学科への関心、生命科学への関心、健康観、将来展望等の
質疑応答から、目的意識と意欲を総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日入試）） 
本学科が示す要件等（日本留学試験を含む）をすべて満たしていることを条件に、小論文で、日本の
高等学校で習得される程度の基礎学力を前提として、課題に対する理解力、論理的思考力、表現力等を
評価し、面接では、日本語能力を評価するとともに、出願書類を参考に、志望動機、学科への関心、生命
科学への関心、健康観、将来展望等の質疑応答から、目的意識と意欲を総合的に評価します。 

●総合型選抜（私費外国人留学生（渡日前入試）） 
本学科が示す要件等（日本留学試験を含む）をすべて満たしていることを条件に、面接で出願書類を
参考に、日本語能力、志望動機、学科への関心、生命科学への関心、健康観、将来展望等の質疑応答か
ら、目的意識と意欲を総合的に評価します。 
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２．募集人員 

（単位：人） 

 

 

 

 

３．入試日程 

 

学 部 
経営学部 

地域創造学部 

国際社会学部 

情報システム学部 

看護栄養学部 

出願期間 令和８年９月１日（火） ～ ９月１０日（木） 

選抜期日 令和８年１０月２４日（土） 令和８年１１月２８日（土） 

合格発表 令和８年１１月２日（月） 令和８年１２月７日（月） 

入学手続期間 
令和８年１１月４日（水）  

～ １１月１２日（木） 

令和８年１２月８日（火） 

～ １２月１６日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期

日程

後期

日程
計 帰国 生徒 社会人

私費外国人

留学生

経 営 140 72 15 87 53 - 若干名 若干名 若干名

国 際 経 営 60 30 10 40 20 - 若干名 若干名 若干名

公 共 政 策 120 60 30 90 30 - 若干名 若干名 若干名

実 践 経 済 130 65 20 85 45 - 若干名 若干名 若干名

国際社会 国 際 社 会 60 30 6 36 19 5 若干名 若干名 若干名

情 報 ｼ ｽ ﾃ ﾑ 40 20 8 28 12 - 若干名 若干名 若干名

情報ｾｷｭﾘﾃｨ 80 40 20 60 20 - 若干名 若干名 若干名

看 護 60 38 6 44 16 - 若干名 若干名 若干名

栄 養 健 康 40 24 6 30 10 - 若干名 若干名 若干名

経営

地域

創造

情報

ｼｽﾃﾑ

看護

栄養

総 合 型 選 抜
学部 学科

入学

定員

募 集 人 員

一　般　選　抜 学校

推薦型

選抜




